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2015年05月13日 主要国のリート市場の最近の動向（4月） 
2015年04月30日 米国の金融政策（2015年4月） FOMC声明の景気判断は下方修正 

（No.2,154）〈マーケットレポートNo.4,187〉 
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日米短期金利と金利差

日米金利差 米国 日本

（注1）データは2014年5月1日～2015年5月13日。 
（注2）日米短期金利はロンドン銀行間取引金利（LIBOR）1カ月物。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

（注1）データは2014年5月1日～2015年5月13日。 
（注2）米社債スプレッドはバークレイズ・米国投資適格社債インデックス。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

■米国債利回りは、4月中旬以降、ドイツ国債利回
りに連動して上昇しました。弱めの米国経済指標
などの影響は限定的でした。 

■ドイツ国債利回りは、景況感の改善や物価上昇
によりデフレ懸念が大きく後退したことから、4月
中旬以降上昇に転じました。 

■ドイツ国債利回りは、欧州中央銀行（ECB）によ
る国債購入、物価見通しの低下、ギリシャ問題を
懸念したリスク回避の動きなどからこれまで低下
傾向が続いていました。しかし、行き過ぎた動き
の巻き戻しが起こり、米国債などに波及しました。 

ドイツ国債に連動し、米国債利回りは上昇 

■米社債スプレッド（国債との利回り差）は、4月中
旬以降、若干拡大しました。 

■短期金利の動きをロンドン銀行間取引金利      
（LIBOR）でみると、利上げ観測から米国の短期
金利は上昇傾向にある一方、日本の金利は低
位にとどまったため、日米金利差は拡大傾向が
続きました。 

米国債利回りは上昇 
ドイツ国債利回り低下の巻き戻しが 
波及 

米社債スプレッドは若干拡大 
日米短期金利差は緩やかな拡大傾向 

米・ドイツの低金利環境継続、 
債券利回りは徐々に安定へ 

   ら、徐々に安定すると見られます、米国の物価
見通しも落ち着いていることから、米国債利回
りもドイツにつれ徐々に落ち着き、上昇は緩や
かにとどまると見込まれます。 

■米社債スプレッドは、主要米国企業の底堅い
業績や慎重な財務運営、社債の相対的な高利
回りなどから、今後も安定的に推移しそうです。 

■米国の景気は、雇用の改善が続くことや個人消
費の底堅さを背景に、年後半にかけて緩やかに
回復しそうです。 

■米国の金融政策は、利上げペースは緩やかにと
どまり、低金利環境継続が予想されます。 

■ドイツ国債利回りは、ECBの国債購入が物価見
通しの達成が見通せるまで継続される見込みか 

米国の債券市場（2015年5月） 
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米・ドイツ国債利回りと米社債スプレッド（国債との利回り差）

米国債利回り（残存10年、左軸）

ドイツ国債利回り（残存10年、左軸）

米社債スプレッド（残存約10年、右軸）

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1245212_1951.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1244946_1951.html
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